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研究成果の概要（和文）：構文、換言の利用、多言語向き形態素解析等、翻訳の高度化を行い、

翻訳品質評価に基づく言語間距離を計算する方式を提案した。「英語話者の学習時間」は、フラ

ンス語などは短く、アラビア語、中国語、日本語は長いことは提案距離で説明できる。しかし、

後者の 3 言語の「学習時間」は同じであり、英語との距離差では説明できない。より精緻な距

離の創出が今後の課題である。また、副産物として 21 言語の全組合せ 420 通りの翻訳システ

ムを構築した。 
 
 
研究成果の概要（英文）：Based on improvement in translation method using syntax, 
paraphrase, segmentation oriented to multi-language, we propose the method calculating a 
distance between languages. Although the proposed distance roughly correlates time for 
English speaker to acquire the concerned language, further refinement of distance 
definition should be pursued. As byproduct, we built translation systems for 420 directions, 
i.e., all possible directions among 21 languages. 
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１．研究開始当初の背景 
類型論で同じ語族と分類される場合でも類
似していない言語対もあれば、違う語族でも

類似している場合もある。類型論では定性的
な比較は可能だが、定量的な比較が出来ない
などの課題があり、これを補完する計算可能
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な手法の創出が必要であった。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、対訳コーパスに基づいて言語間
の相違をモデル化し、言語間の距離を計算す
る手法を提案する。 
 
 
３．研究の方法 
対訳コーパス（文単位で対応がついた対訳デ
ータ）を利用することによって計算可能とな
る 2言語間の距離を提案し、これをソフトウ
エアとして実現する。 
 
 
４．研究成果 
（1）19 年度 
BTEC コーパスを使って統計的翻訳システム
を構築し、その翻訳性能に基づく言語間距離
を検討した。この距離において、日本語と韓
国語の距離が、ポルトガル語とその方言であ
るブラジル・ポルトガル語との距離より小さ
いという興味深い実験結果が得られた。 
そのほか、対訳コーパス構築の手法、自動評
価手法、HINDI 語など語形変化が多い言語の
コーパスにおける未知語処理、翻訳モデルの
クラスタリングなど翻訳方式における成果
も多数上げることができた。 
 
 
（2）20 年度 
言語間距離の計算方法を拡張するために、以
下の特徴を用いることを提案した： PIVOT 言
語（翻訳時に原言語から目的言語へ直接翻訳
するのでなく、第 3の言語を仲介とする方式
があり、仲介言語を PIVOT 言語と呼ぶ）を用
いた時の翻訳品質、PIVOT 方式を変えた時の
翻訳品質、構文利用した翻訳方式での翻訳品
質、翻字の性能、フレーズテーブルの統計量、
語順変更の統計量、語彙量、形態素の多様性、
文法（一致の有無、SVO パターンなど）。 
そのほか、コーパス構築の手法、自動評価手
法、翻字による未知語処理、PIVOT 翻訳構文
の利用など翻訳方式における成果も多数上
げることができた。構文の利用について説明
する。統計的翻訳において、語順の誤りが深
刻 な 課 題 と な っ て お り 、 Inversion 
transduction grammar (ITG)などの制約
が既に提案されている。ITG では, 目的言
語側の語順は原言語側の可能なバイナリ木
を回転に限定する。構文解析を利用して、
このバイナリ木の曖昧性を解消すれば、さ
らに強い制約となり、探索誤りを削減でき
る。例えば、4 語の原言語文{ a b c d }に対
して, ITGでは 22通りの語順を考慮する必
要があるが、バイナリ木が ((a b) (c d))とす

ると、8 通りだけで済む。英中の実験では、
文字の BLEU-4 で 35.2 から 37.0 に 1.8
ポイントの改善、文字誤り率で 74.1 から 
67.9 に 6.2 ポイント削減できた。 
 
 
（3）21 年度 
構文利用の翻訳方式の提案・実装、双方向翻
訳方式の提案と実装、対訳に基づいて学習す
る形態素解析手法の提案と実装、換言による
翻訳方式の提案と実装、動的モデル統合法の
提案と実装、双方向翻字の提案と実装など、
翻訳の基本方式の改良を行い、多数の言語対
によって、翻訳手法の汎用性を確認した。こ
れに基づいて言語間距離を計算する基本方
式を拡張した。 
学習時間と現在まで考案した言語間距離（翻
訳困難度）の関係について次のことが分かっ
た。 
米国の調査「英語話者が外国語の集中コース
によって上級レベルに到達するまでの学習
時間」は、（１）フランス語、ドイツ語、ス
ペイン語は 20 週、（２）アラビア語、中国語、
日本語は 44 週となっている。英語と（１）
の言語の言語間距離（翻訳困難度）は、英語
と（２）の言語の言語間距離（翻訳困難度）
より小さいので学習時間とおおむね相関す
る。ただ、アラビア語、中国語、日本語は同
じ（２）の学習時間であるが、言語間距離に
関して、アラビア語、中国語、日本語の順に
距離が大きく異なったので、学習時間との関
係を説明するためには、さらに、言語間距離
の計算手法の改善を要することがわかった。 
副産物として、21 言語（英、 独、 デンマー
ク、 オランダ、 仏、 イタリア、 スペイン、 
ポルトガル、 ブラジル、日本、 北京、韓国、 
ロシア、 アラビア、 ヒンディ、インドネシ
ア、 マレー、 タイ、 タガログ、ベトナム、
台湾華語）の翻訳システムを構築し、ネット
ワーク経由で iPhone で利用するシステムを
構築した。 
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